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会員各位 

一般社団法人 触媒学会 
会長 山下弘巳 

 
2020 年度触媒学会会長候補者信任のための会員投票について(お願い) 

 
正会員（シニア会員を含む）による 2020 年度触媒学会会長候補者の信任投票を実施します。 
本投票により信任されますと、2020 年度会長候補者は会長最終候補者となります。なお、会長最終

候補者は 5 月開催予定の定時社員総会にて理事として選任後、引き続き開催される理事会にて 2020 年

度会長に選任されます。 
2019 年 11 月 8 日開催の役員候補者選考委員会および 12 月 14 日開催の理事会において、2020 年度

会長候補者について審議が行われ、その結果、田中庸裕氏（京都大学）が候補者として選出されました。 
つきましては、候補者の「経歴と会長としての抱負」（別紙および本会ウェブサイト記載）をご覧の

うえ、下記によりご投票くださいますようお願いいたします。 
 

記 
 
信任投票の方法 
会員マイページ（https://www.shokubai.org/general/kaiin/mypage.html）の会長候補者信任投票の

バナーからログインし、手順に従って投票をお願いします。なお、このバナーは 2020 年 2 月 1 日（土）

午前 10 時に公開予定です。 
■会員 ID(会員番号)およびパスワードの確認 
会長候補者信任投票のバナーからログインする際に、会員 ID とパスワードが必要になります（会員

マイページ・触媒 OnTheWeb の会員 ID,パスワードと同じです）。パスワードをお忘れの際はこちら

（https://service.gakkai.ne.jp/solti-asp-member/auth/password）からご確認ください。 
次の場合は事務局（catsj@pb3.so-net.ne.jp）にご連絡ください。 

  ・会員 ID（会員番号）を忘れた場合。 
  ・ご登録されているメールアドレスを変更された場合、あるいは未登録で、「パスワードをお忘れの

場合（再発行）」ボタンを利用できない場合。 
■投票期間：2020 年 2 月 1 日（土）午前 10 時から 2 月 29 日（土）正午 
投票は 1 回限りです。提供された情報は、会長候補者の信任投票業務以外の用途に使用することはあ

りません。 
 

以上 

https://www.shokubai.org/general/kaiin/mypage.html
https://service.gakkai.ne.jp/solti-asp-member/auth/password
mailto:catsj@pb3.so-net.ne.jp


触媒学会会長候補者「経歴と会長としての抱負」 
1） 候補者指名 

田中庸裕（たなかつねひろ） 
 

2） 生年月日 
1958 年 10 月 3 日 
 

3） 略歴 
1982 年 京都大学工学部石油化学科 卒業 
1987 年 京都大学大学院工学研究科石油化学専攻 博士後期課程修了 
1987 年 北海道大学理学部化学科・助手 
1990 年 京都大学工学部石油化学科・助手 
1993 年 京都大学大学院工学研究科分子工学専攻・助手 
1997 年 京都大学大学院工学研究科分子工学専攻・助教授 
2004 年 京都大学大学院工学研究科分子工学専攻・教授（現職） 

2012 年〜 京都大学触媒・電池元素戦略研究拠点ユニット ユニット長兼任 
 

4） 所属・職位 
京都大学大学院工学研究科・教授 
 

5） 専門分野 
触媒化学、固体物理化学、環境触媒 
 

6） 受賞歴 
1994 年 触媒学会 奨励賞 
2017 年 触媒学会 学会賞（学術部門） 
 

7） 会長としての抱負 
現在、多分野、多方面において「触媒」という言葉が浸透しています。古くから言われ続けてい

ることですが、境界領域や他分野のサイエンスや人材を取り込んで、触媒の科学ならびに関連技術

をますます発展させ、世界に発信していくことが本学会の責務であります。そのためには、会員相

互の情報交換はもちろんのこと、産学連携や、他分野、一般との交流事業、次世代人材の養成を促

進することは重要事項であり、その仕組みを先達の方々が努力し整備をされてきました。これらを

引き継ぎブラッシュアップしていくことが務めであると考えております。中でも、根幹をなすもの

は、触媒の学理の追究と継承であり、そのためには、討論会、会誌編集、研究会、関連国際会議へ

の若手の積極的な参加を促し、活動をより一層充実させる必要があります。2020 年は ICC の年で

もあり、触媒学会が飛躍できる年になるよう全力を傾けて努力いたします。 


